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司
会
：
今
回
は
、
東
京
東
部
県
協
事
務
局
長

の
島
田
実
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
で
、
私
た
ち
が

生
活
し
て
い
る
資
本
主
義
社
会
は
、
ど
の
よ

う
に
発
生
し
、
経
済
構
造
の
変
化
で
資
本
主

義
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
学
び
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
島
田
さ
ん
お
願
い
し
ま
す
。 

 

資
本
主
義
の
誕
生 

 

 

島
田
：
資
本
主
義
の
発
生
は
、
世
界
で
最
も

早
い
の
が
１
６
４
９
年
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
（
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
）

に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。
た
か
だ
か
３
７
３

年
前
で
す
。
１
７
０
０
年
代
半
ば
か
ら
１
８

０
０
年
代
前
半
に
か
け
て
の
産
業
革
命
に
よ 

       

り
、
産
業
資
本
が
主
要
資
本
と
な
り
自
立
運

動
を
展
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の

時
代
の
資
本
主
義
が
自
由
主
義
段
階
の
資
本

主
義
で
す
。 

  
自
由
主
義
段
階
か
ら 

帝
国
主
義
段
階
へ 

 

１
８
７
３
年
か
ら
96
年
ま
で
の
長
期
不

況
を
契
機
に
独
占
資
本
が
発
生
し
、
帝
国
主

義
段
階
に
突
入
し
ま
す
。
日
本
資
本
主
義
は
、

１
９
０
７
年
か
ら
15
年
の
長
期
不
況
の
中

で
独
占
資
本
が
形
成
さ
れ
、
帝
国
主
義
段
階

に
突
入
し
ま
す
。 

 

レ
ー
ニ
ン
が
「
帝
国
主
義
論
」
で
述
べ
た 

       

帝
国
主
義
は
、
20
世
紀
初
め
か
ら
、
レ
ー

ニ
ン
の
死
後
１
９
２
９
年
を
以
っ
て
終
わ
り
、 

世
界
史
的
危
機
に
対
応
す
る
新
し
い
国
家
体

制
を
と
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
「
帝
国
主
義
段
階
」
を
土
台

に
し
て
、「
古
典
帝
国
主
義
」「
国
家
独
占
資

本
主
義
」「
新
自
由
主
義
」
の
各
局
面
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
区
別
と
性
格
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ

と
な
く
し
て
実
践
の
成
功
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
、
と
坂
牛
哲
郎
労
働
大
学
前
学
長
は
提
起

し
て
い
ま
す
。 

 

ロ
シ
ア
10
月
革
命
後
の
情
勢
の
中
で
、

１
９
２
４
年
、
コ
ミ
ン
テ
ル
（
世
界
共
産
党

指
導
部
）
は
「
10
月
革
命
に
よ
り
、
資
本
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５月１９日 7:54 三井住友銀行 

為替レート（円） 

外貨→円貨 

通貨（通貨単位） （ТTＢ） 

米ドル(１USD）  １２７円４０銭 

カナダドル(１CAD） ９９円４６銭 

ユーロ (１EUR） １３３円０３銭 

英ポンド(１GBP） １５４円５７銭 

主
義
の
没
落
が
進
み
、
全
般
的
危
機
の
時
代

に
突
入
し
た
」
と
規
定
し
ま
し
た
。
資
本
主

義
の
支
配
す
る
地
域
が
縮
小
す
る
か
ら
と
い

っ
て
、
自
動
崩
壊
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。
問
題
は
、
世
界
の
労
働
者
が
ロ
シ
ア
の

社
会
主
義
政
権
の
樹
立
に
励
ま
さ
れ
て
、
階

級
闘
争
が
激
化
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
私
の

先
輩
た
ち
は
、
１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら

70
年
代
初
め
ご
ろ
は
「
社
会
主
義
の
足
音

が
聞
こ
え
る
」
と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

さ
ら
に
、
特
殊
的
危
機
が
発
生
し
ま
す
。

特
殊
的
危
機
と
は
、「
戦
争
」
と
「
恐
慌
」

で
す
。
10
月
革
命
は
第
一
次
世
界
大
戦
中

に
発
生
し
、
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

（
社
会
主
義
者
の
国
際
組
織
）
の
「
帝
国
主

義
戦
争
を
内
乱
へ
」
の
決
議
を
実
行
に
移
し

た
も
の
で
す
。
恐
慌
は
、
資
本
主
義
の
持
病

で
す
。
約
10
年
ご
と
に
定
期
的
（
循
環
恐

慌
）
に
発
生
し
、
過
剰
資
本
を
切
り
捨
て
る

と
、
よ
り
高
度
の
生
産
手
段
に
衣
が
え
し
、

生
産
を
再
開
し
ま
す
。
し
か
し
、
独
占
資
本

主
義
時
代
に
入
る
と
、
恐
慌
は
長
期
化
し
ま

す
。 

 
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
資
本
主
義
各
国
は

全
般
的
危
機
に
加
え
て
不
況
を
長
期
化
さ
せ
、

労
働
者
を
革
命
化
さ
せ
る
経
済
構
造
（
特
殊

的
危
機
）
を
内
部
に
抱
え
る
独
占
資
本
主
義

国
に
変
質
し
ま
し
た
。 

  

国
家
独
占
資
本
主
義
の
破
綻
、 

新
自
由
主
義
の
局
面
へ 

 
 

１
９
７
１
年
、
米
国
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は

「
金
・
ド
ル
交
換
停
止
」
を
決
定
し
、
内
外

に
宣
言
し
ま
し
た
。
ド
ル
は
金
と
兌
換
（
だ

か
ん
）
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
国
際
通
貨
＝
基

軸
通
貨
た
り
得
た
の
で
あ
り
、
各
国
通
貨
は

金
と
リ
ン
ク
さ
れ
、
為
替
の
固
定
相
場
制
は

維
持
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
金
兌
換
が
停

止
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
固
定
相
場
制
を
維
持

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
１
９
７
３
年
、

変
動
相
場
制
に
突
入
し
ま
し
た
。 

 

だ
か
ら
今
日
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
毎

日
、
１
ド
ル
＝
○
○
〇
円
○
○
銭
と
為
替
相

場
を
報
じ
て
い
ま
す
。 

  

海
図
な
き
航
海
ー
新
自
由
主
義 

 
 

国
家
独
占
資
本
主
義
が
破
綻
し
、
資
本
主

義
各
国
は
し
ば
ら
く
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
不
況
下
に
お
け
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝

物
価
上
昇
）
か
ら
抜
け
出
せ
ず
危
機
に
陥
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

１
９
７
９
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー

政
権
。
１
９
８
０
年
、
米
国
の
レ
ー
ガ
ン
政
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権
。
そ
し
て
日
本
の
中
曽
根
政
権
（
１
９
８

２
～
87
年
）
が
進
め
た
政
策
は
新
自
由
主

義
政
策
で
す
。
初
期
資
本
主
義
の
自
由
主
義

段
階
は
「
経
済
は
自
由
に
放
任
し
て
お
け
ば
、

見
え
ざ
る
手
に
よ
り
需
要
と
供
給
が
一
致
し
、

順
調
に
発
展
」
し
て
、
帝
国
主
義
段
階
へ
変

化
し
ま
し
た
。 

 

新
自
由
主
義
は
自
由
主
義
と
違
っ
て
、
国

家
が
経
済
に
介
入
し
、
国
家
独
占
資
本
主
義

の
局
面
で
規
制
し
て
き
た
も
の
を
す
べ
て
撤

廃
し
、
市
場
原
理
主
義
が
貫
徹
す
る
よ
う
に

監
視
す
る
の
で
す
。 

 

新
自
由
主
義
政
策
は
、
①
労
資
の
雇
用
契

約
が
労
働
組
合
を
通
じ
た
団
体
契
約
か
ら
個

人
契
約
へ
、
派
遣
や
契
約
社
員
の
増
大
。
②

金
融
の
自
由
化
＝
多
国
籍
資
本
が
大
量
に
海

外
進
出
。
③
社
会
保
障
、
社
会
福
祉
の
撤
廃

＝
医
療
、
年
金
な
ど
の
改
悪
。
④
各
種
国
営
、

公
営
企
業
の
民
営
化
＝
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）、
電

電
公
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）、
郵
政
（
Ｊ
Ｐ
）
の
民

営
化
や
国
立
病
院
や
公
営
病
院
の
民
営
化
な

ど
、
今
日
も
岸
田
政
権
で
推
し
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

長
期
不
況
を
契
機
に
独
占
が
発
生 

 

司
会
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
資
本
主

義
の
３
つ
の
段
階
と
帝
国
主
義
の
３
つ
の
局

面
の
特
徴
点
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
か
質
問
あ
り
ま
す
か
。 

高
井
：
資
本
主
義
経
済
は
自
由
主
義
が
基
本

で
す
ね
。
そ
こ
か
ら
反
対
の
「
独
占
」
が
発

生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
も
う
少
し
詳
し
く
説

明
し
て
下
さ
い
。 

司
会
：
同
じ
県
協
の
佐
久
間
会
長
か
ら
説
明

し
て
も
ら
い
ま
す
。 

佐
久
間
：
高
井
さ
ん
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

誰
が
、
ど
こ
で
、
何
を
生
産
し
よ
う
が
勝
手

で
す
。
生
産
し
売
れ
て
儲
か
る
と
思
え
ば
、

資
本
が
多
く
投
下
さ
れ
ま
す
。
儲
か
ら
な
い

と
思
え
ば
資
本
を
引
き
揚
げ
、
次
の
儲
か
る

と
こ
ろ
へ
資
本
は
移
動
し
ま
す
。 

 

そ
の
資
本
の
移
動
に
合
わ
せ
て
、
働
き
手

の
労
働
者
も
ど
こ
で
働
こ
う
が
自
由
で
す
が
、

雇
用
さ
れ
働
か
な
い
と
賃
金
は
も
ら
え
ず
生

活
が
で
き
な
い
の
が
労
働
者
で
す
。 

 

例
え
ば
、
靴
の
製
造
・
販
売
の
場
合
で
す
。

資
本
主
義
の
初
期
の
こ
ろ
は
、
職
人
が
一
つ

ひ
と
つ
の
靴
の
型
を
作
り
、
皮
を
切
っ
て
手

作
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
儲
け

を
増
や
そ
う
と
し
た
資
本
は
、
職
人
を
多
く

雇
い
、
い
く
つ
も
の
型
に
合
わ
せ
た
靴
を
大

量
に
作
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。 

 

好
況
期
に
は
、
靴
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て

大
い
に
儲
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
不
況
期

に
入
る
と
靴
を
作
っ
て
も
売
れ
ず
、
商
品
が

過
剰
に
な
り
、
貨
幣
交
換
が
で
き
ず
に
倒
産

す
る
企
業
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ
が
資
本
主
義

初
期
の
循
環
恐
慌
が
約
10
年
お
き
に
現
れ

ま
す
。 

 

資
本
力
の
弱
い
Ａ
社
は
潰
れ
た
ま
ま
で
、

資
本
力
の
強
か
っ
た
Ｂ
社
は
生
き
残
り
、
靴

を
製
造
す
る
機
械
を
よ
り
優
秀
で
大
量
生
産

で
き
る
機
械
に
変
え
ま
す
。
倒
産
し
た
Ａ
社

の
市
場
を
含
め
て
製
造
販
売
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。 
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こ
の
よ
う
に
、
国
内
で
当
初
１
０
０
社
以

上
だ
っ
た
の
が
、
50
社
、
10
社
、
し
ま
い

に
は
数
社
な
ど
と
市
場
を
独
占
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

司
会
：
わ
か
り
ま
し
た
ね
。
経
済
構
造
の
変

化
で
社
会
も
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。 

 

経
済
構
造
の
変
化
で 

国
家
の
役
割
も
変
化 

             

槍
崎
：
経
済
構
造
の
変
化
や
社
会
の
変
化
・

発
展
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、
国
家
の
役
割
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

佐
久
間
：
原
始
共
産
主
義
は
、
生
産
性
が
低

く
人
間
は
狩
猟
や
採
取
に
よ
り
肩
を
寄
せ
合

い
、
食
べ
物
を
分
け
合
っ
て
や
っ
と
生
き
て

い
た
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
生
産
力
の
発
展
に
つ
れ
て
、
一

人
の
労
働
で
二
人
、
三
人
を
食
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
剰
余
生
産
物
が

生
じ
、
こ
れ
を
収
奪
す
る
権
力
が
発
生
し
ま

す
。
こ
の
権
力
が
生
産
手
段
を
独
占
す
る
こ

と
に
よ
り
、
直
接
生
産
者
か
ら
剰
余
生
産
物

を
収
奪
し
、
国
家
が
発
生
し
ま
す
。 

 
 

       

国
家
と
は
、
支
配
す
る
階
級
が
被
支
配
者

を
抑
圧
す
る
た
め
の
機
構
な
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
も
の
は
、
警
察
、
監
獄
、
軍

隊
な
ど
の
強
制
機
構
で
あ
り
、
秩
序
を
維
持

す
る
た
め
の
強
制
規
範
で
あ
る
法
律
で
す
。

自
由
主
義
段
階
で
は
経
済
の
自
由
な
活
動
が

保
障
さ
れ
て
い
た
の
で
「
夜
警
国
家
」
と
も

言
わ
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
独
占
が
発
生
し
、
帝
国
主
義
段

階
に
な
る
と
独
占
資
本
の
要
請
を
受
け
て
、

国
家
が
経
済
に
介
入
し
て
き
ま
す
。 

 

ふ
る
い
帝
国
主
義
と
の
ち
が
い 

 

高
原
：
帝
国
主
義
は
レ
ー
ニ
ン
の
時
代
だ
け

で
な
く
、
も
っ
と
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
違
い
は
何
で
す
か
。 

齋
藤
：
各
論
的
な
質
問
で
す
が
、
帝
国
主
義

一
般
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
「
古
代
ロ
ー

マ
帝
国
」
や
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遠
征
」
な
ど
、

他
民
族
や
他
国
民
を
侵
略
す
る
こ
と
で
す
。 

 

レ
ー
ニ
ン
は
、〔
序
章
〕（
26
頁
）
冒
頭

資本主義初期の循環恐慌 

 

アルプスを越えるナポレオン 
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で
、
最
近
の
十
五
年
な
い
し
二
十
年
間
、
と

く
に
ア
メ
リ
カ
ー
ス
ペ
イ
ン
戦
争
（
一
八
九

八
年
）
と
ボ
ー
ア
戦
争
（
一
八
九
九
～
一
九

〇
二
年
）
以
降
、
旧
世
界
と
新
世
界
と
の
経

済
的
な
ら
び
に
政
治
的
文
献
は
、
わ
れ
わ
れ

の
生
活
し
て
い
る
時
代
を
特
徴
づ
け
る
た
め

に
、「
帝
国
主
義
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て

論
じ
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
て
い
る
。

一
九
〇
二
年
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
学
者

Ｊ
・
Ａ
・
ホ
ブ
ス
ン
の
著
書
『
帝
国
主
義

論
』。
一
九
一
〇
年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
ル
ド
ル
フ
・
ヒ
ル
フ
ァ

ー
デ
ィ
ン
グ
の
著
書
『
金
融
資
本
論
』
が
刊

行
さ
れ
た
。（
中
略
）「
わ
れ
わ
れ
は
、
帝
国

主
義
の
基
本
的
な
経
済
的
諸
特
質
の
関
連
と

相
互
関
係
と
を
、
簡
単
に
、
で
き
る
だ
け
平

易
な
形
で
、
叙
述
し
よ
う
と
お
も
う
。
」

（
27
頁
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

詳
細
は
、
第
７
章
「
資
本
主
義
の
特
殊
の

段
階
と
し
て
の
帝
国
主
義
」
で
５
大
指
標
を

あ
げ
て
、「
帝
国
主
義
」
と
は
何
か
述
べ
て

い
ま
す
。 

「
帝
国
主
義
論
」
は
帝
国
主
義
段
階 

に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
る 

 

司
会
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

マ
ル
ク
ス
が
史
的
唯
物
論
と
剰
余
価
値
の

発
見
に
よ
っ
て
、
社
会
主
義
を
科
学
に
し
た

と
す
れ
ば
、
レ
ー
ニ
ン
は
帝
国
主
義
時
代
の

マ
ル
ク
ス
主
義
者
と
し
て
、
社
会
主
義
革
命

を
具
体
的
に
科
学
に
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
マ

ル
ク
ス
の
理
論
を
駆
使
し
て
、
自
由
主
義
か

ら
生
ま
れ
て
こ
れ
と
対
立
す
る
独
占
資
本
主

義
を
解
明
し
て
帝
国
主
義
の
本
質
に
迫
り
、

帝
国
主
義
戦
争
の
不
可
避
性
を
証
明
し
、
そ

の
戦
争
を
内
乱
に
転
化
し
、
革
命
の
道
を
明

ら
か
に
し
、
実
践
し
た
の
で
す
。 

 

「
帝
国
主
義
論
」
は
帝
国
主
義
段
階
に
お

け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
で
あ
り
、
こ
の
解
明
な

く
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
は
も
ち
ろ
ん
第
二

次
世
界
大
戦
、
そ
し
て
現
在
の
世
界
帝
国
主

義
の
再
編
も
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
の
帝
国
主
義
を
分
析
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
た
だ
単
に
現
在
の
資
本
主
義
経
済
の
構

造
、
運
動
を
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

な
く
、
そ
の
国
家
と
階
級
関
係
と
革
命
を
考

え
実
践
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

帝
国
主
義
は
、
１
８
９
０
年
代
を
起
点
と

し
て
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
が
、
１
９
３
０

年
代
ま
で
を
古
典
帝
国
主
義
、
１
９
３
０
年

～
１
９
７
３
年
を
国
家
独
占
資
本
主
義
、
１

９
７
３
年
以
降
を
新
自
由
主
義
の
局
面
、
と

し
て
捉
え
て
い
ま
す
（
図
表
は
４
月
号
41

頁
掲
載
）。 

 

マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
で
、
資
本
主
義

の
生
成
、
発
展
、
変
質
、
死
滅
の
運
動
を
解

明
し
ま
し
た
。
単
な
る
循
環
運
動
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
レ
ー
ニ
ン
は
こ
の
理
論
の
上
に
立

っ
て
、「
帝
国
主
義
」
を
「
死
滅
す
る
資
本

主
義
」
と
把
握
し
ま
し
た
。 

 

１
８
７
３
年
～
１
８
９
６
年
、
長
期
不
況

の
中
で
発
生
し
た
独
占
資
本
が
、
20
世
紀

に
入
り
世
界
資
本
主
義
を
支
配
す
る
ま
で
に

巨
大
化
し
た
の
で
す
。
独
占
資
本
は
独
占
利

潤
を
確
保
す
る
た
め
、
国
内
生
産
を
制
限
し
、

資
本
投
下
を
制
限
し
ま
す
。
そ
の
た
め
資
本
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は
過
剰
と
な
り
、
こ
の
過
剰
資
本
の
投
資
先

を
求
め
て
植
民
地
獲
得
闘
争
が
激
化
す
る
の

で
す
。 

 

帝
国
主
義
と
は
何
か
に
つ
い
て
レ
ー
ニ
ン

は
、
第
7
章
「
資
本
主
義
の
特
殊
の
段
階

と
し
て
の
帝
国
主
義
」
で
５
大
指
標
を
あ
げ

て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、「
帝
国
主
義
と
は
、
独
占
化
し

た
金
融
資
本
の
支
配
が
成
立
し
、
資
本
の
輸

出
が
顕
著
な
意
義
を
獲
得
し
、
国
際
ト
ラ
ス

ト
に
よ
る
分
割
が
は
じ
ま
り
、
最
大
の
資
本

主
義
諸
国
に
よ
る
地
球
上
の
全
領
土
の
分
割

が
完
了
し
た
と
い
う
よ
う
な
発
展
段
階
に
お

け
る
資
本
主
義
で
あ
る
」
と
定
義
し
て
い
ま

す
。 

 

第
10
章 

帝
国
主
義
の
歴
史
的
地
位
は
、

そ
の
経
済
的
本
質
か
ら
す
れ
ば
独
占
資
本
主

義
で
す
。「
帝
国
主
義
と
の
闘
争
は
、
そ
れ

が
日
和
見
主
義
に
対
す
る
闘
争
と
不
可
分
に

結
び
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば
、
一
つ
の
空
疎

で
虚
偽
な
空
文
句
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
よ
う
と
欲
し
な
い
人
々
ほ
ど
危

険
な
も
の
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
、
レ
ー
ニ

ン
は
最
後
に
、「
帝
国
主
義
の
経
済
的
本
質

に
つ
い
て
以
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
帝
国

主
義
は
過
渡
的
な
資
本
主
義
と
し
て
、
あ
る

い
は
も
っ
と
正
確
に
い
え
ば
、
死
滅
し
つ
つ

あ
る
資
本
主
義
と
し
て
、
特
徴
づ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
が
生
じ
る
」
と
締

め
く
く
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
回
か
ら
『
帝
国
主
義
』
論
に
入
る 

 

司
会
：
読
者
の
皆
さ
ん
、
お
待
た
せ
し
ま
し

た
。
来
月
か
ら
本
書
『
帝
国
主
義
』
に
入
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で
再
度
、
齊
藤
邦
彦
事

務
局
長
か
ら
、
レ
ー
ニ
ン
著
『
帝
国
主
義
』

を
読
み
学
ん
で
い
く
ポ
イ
ン
ト
を
提
起
し
て

く
だ
さ
い
。 

齋
藤
：
皆
さ
ん
か
ら
は
、
む
ず
か
し
い
と
い

う
感
想
が
で
て
い
ま
す
。
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
レ
ー
ニ
ン
は
、〔
序
言
〕（
11
頁
）

で
ロ
シ
ア
革
命
前
の
１
９
１
６
年
春
に
執
筆

し
た
が
、
ツ
ア
ー
リ
ズ
ム
の
検
閲
を
顧
慮

（
こ
り
ょ
）
し
、
経
済
的
な
分
析
（
当
局
が

出
し
た
資
料
を
基
に
）
に
か
ぎ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
に
つ

い
て
や
む
を
え
ず
わ
ず
か
ば
か
り
論
及
す
る

ば
あ
い
に
も
、
用
心
深
く
、
イ
ソ
ッ
プ
の
こ

と
ば
で
い
い
あ
ら
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

だ
か
ら
、
前
半
の
数
字
な
ど
は
気
に
せ
ず

読
み
進
め
、
レ
ー
ニ
ン
が
何
を
訴
え
た
か
っ

た
か
で
す
。
司
会
者
の
奥
山
さ
ん
が
ま
と
め

た
よ
う
に
、
最
後
の
10
章
ま
で
き
た
ら
検

閲
は
厳
し
く
な
い
だ
ろ
う
と
、
一
番
重
要
な

部
分
を
述
べ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

最
後
ま
で
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。 

司
会
：
次
回
は
、
い
よ
い
よ
本
書
に
入
り
ま

す
。
田
口
勝
義
東
京
西
部
県
協
事
務
局
長
が
、

第
一
章
「
生
産
の
集
積
と
独
占
」、
第
二
章

「
銀
行
と
そ
の
新
し
い
役
割
」
、
第
三
章

「
金
融
資
本
と
金
融
寡
頭
制
」
を
レ
ポ
ー
ト

し
、
学
び
合
い
ま
す
。 


